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平成２０年度 

                     事事事事                業業業業                計計計計                画画画画                書書書書    

 

                                                  自：平成２０年４月  １日 

                                            至：平成２１年３月３１日 

 

                  基基基基    本本本本    方方方方    針針針針    

 

「社会総がかりで教育の再生を」ということをスローガンにして、教育再生

会議から第３次報告書が出ました。その柱のひとつに「体験活動を通して子ど

もの心と体を育てる」があります。 

私達が提唱しているユースホステル運動とは、まさに青少年が旅を通してさ

まざまな体験をすることにより、健全にたくましく育っていく事を願って、諸

事業を行うことを使命としています。 

 

本年は子ども達を対象にした長期ホステリングなどの事業を積極的に推進す

ると同時に、協会直営の大阪国際ユースホステルでの利用促進活動をすすめ、

さらに２年前から始まった３ヶ所の指定管理事業（大阪府立羽衣青少年センタ

ー・府立少年自然の家、大阪市立青少年文化創造ステーション）の効率的運営

により成果を上げ、施設に対する税金からの助成額減額を目指していきます。 

 

全事業所で推進中の「ホスピタリティー溢れる接客運動」がお客様から支持

され、昨年の夏には新大阪ユースホステルが、国際ＹＨ連盟による「お客様満

足度世界一」の評価を受けました。マスコミにも取り上げられるようになり、

ユースホステル全体の知名度アップに大いに貢献しましたが、依然としてユー

スホステル会員数の減少に歯止めはかかっていません。会員増のために様々な

方法を試みていますが、未だに減少傾向を転換できる術が見つからず、関係各

位にお知恵を頂戴しながら、状況の打開を図って参りたいと思います。 

 

また世界的な関心事である地球温暖化対策に対しては、各事業所における電

気・ガス・水道などを節約する「ＣＯ２ダイエット作戦」を展開し、ささやか

な貢献をして参ります。 

 

当協会は今後とも「簡素・清潔・ホスピタリティー」をモットーに事業展開

し、多くの人の知恵を頂きながら新しい時代のユースホステル運動を目指し活

動いたします。 
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重重重重    点点点点    目目目目    標標標標    

 

１．会員増大にむけた積極的な取り組み 

   平成１９年度４７００名から平成２０年度は１０００名アップを実現 

   

２．指定管理事業での経営コストスリム化 

契約受託費の１０％を返上できる体制を構築する 

 

３．こども事業を中心に協会事業の活発な展開 

   フレンドシップ事業による長期プログラムの実施とリーダー育成 

 

４．地球温暖化のためのＣＯ２ダイエット作戦を実施 

 

事事事事    業業業業    計計計計    画画画画    

 

１，登録会員数の増強                        （単位＝人） 

 平成２０年度目標 平成１９年度見込 前年対比 

大 阪 ５,２００   ４,７２０ １１０.２％ 

全 国 ６４,９００ ６４,８９１ １００.０％ 

 

 （１）大学生対策を通じた登録数拡大 

    ・大学生協との連携とタイアップの強化 

・大学ＹＨクラブを中心に他のクラブ・同好会への働きかけを強化 

 ・大学生を対象とした広報媒体の活用 

（２）モンベル提携カードを通じたアウトドア愛好者の積極的獲得 

    ・モンベルＹＨカードのさらなる拡大と普及促進 

・カード取扱店舗の拡大 

（３）マスコミを通じたパブリシティー活動の展開 

  

 

２，ホステルの利用促進                   （単位＝泊） 

 平成２０年目標 平成１９年実績 前年対比 

大 阪 ８０,４００  ７７,３００ １０４.０％ 

全国※ ６６４,０００ ６６４,０００ １００.０％ 

               ※（全国における数値は１月―１２月の統計による） 
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（１）府下ホステル全体の宿泊数アップ 

ゲートウェイとしての機能（新大阪・長居・服部・大阪国際） 

郊外型としての機能（玉泉寺・河内長野）                         

（２）外国人利用者アップのためウェルカム大阪キャンペーンには引き続

き協力し、海外へのプロモーション活動にも参加する 

（３）積極的な広報活動に重点をおく 

マスコミが取材したくなるようなネタを提供していく 

（４）他府県・ブロックのＹＨネットワークとの連携 

近畿のホステルを網羅したホームページをリニューアル 

 

 

３，ユースホステル運動に即した事業推進 

（１）ホステリング事業 

① こども長期ホステリング(フレンドシップ事業)の実施（８月） 

② こどもひとり旅ホステリング（定例事業）計５本 

③ 幼児・高校生ホステリングの研究と実施 

④ こども自然体験教室の推進 夏６本、春５本  

⑤ 第３６回「伊勢迄歩講」の実施（１２月） 

（２）会員サービスの事業・国際交流 

     ① 旅行セミナーと旅行相談会の充実  計３本 

     ② 長距離ウォーキングイベント（100キロウォーク）の実施（４月） 

     ③ 外国人旅行者のためのインフォメーション活動 

（３）リーダーと指導者の養成 

① フレンドシップリーダー講習会（６月） 

② ボランティアリーダーのスキルアップのための研修会（５月） 

③ 大学 YHクラブと連携・大学ＹＨクラブ合同プロジェクト（９月） 

④ 大学生ボランティア組織の拡充（羽衣・貝塚） 

⑤ ユースホステルお助け隊への支援 

（４）その他の委託事業 

① ＪＩＣＡ「青年研修事業」の受け入れ 

② ジュニアヘルパー制度の実施（小学校高学年による体験プログラ

ム、外国人宿泊客へのインフォメーション作業など） 

③ 旅行サービス事業の推進 

    ・国内航空パック 年間２００人を維持 

    ・旅行事業効率化のための新規商品を開発 

    ・旅行用品（需品）事業の建て直し 
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４，直営ホステルの運営 

     平成２０年目標 平成１９年実績 前年対比 

新大阪 ２１,０００  ２０,８００ １０１.０％ 

大阪国際 ２８,０００  ２７,５００ １０１.８％ 

（１）新大阪ユースホステルの運営 

・国内外の修学旅行生の誘致を積極的に展開 

・新大阪ＹＨならではの特性を生かした運営 

  ・ココプラザ文化ゾーンとの協働化を推進 

（２）大阪国際ＹＨの運営 

・ 青少年団体の受け入れをさらに促進 

・ 団体利用者のリピーター化を推進 

・ 過去の実績団体の再度掘り起こし 

・ 大量ＤＭと主要利用団体への訪問営業の実施 

・ 施設の使いやすさの向上、親しみやすさの演出 

・ エコロジーに対応した運営 

 

５，指定管理事業の円滑な運営管理 

       平成２０年目標 平成１９年実績 前年対比 

羽衣Ｃ １５５,８００ １５３，０００ １０１.８％ 

自然の家 ９１,０００  ８９,７００ １０１.４％ 

ココプラザ １４４,０００ １４３,９９０ １００.０％ 

 

（１）３つの事業所を通じて 

      ・利用（来所・来館）者数の増大 

      ・コストダウン経営の実現 

      ・ホスピタイリティー接客作戦の継続  

 

（２）大阪府立羽衣青少年センター 

･ これまでより進んだ協働化と多能化をすすめる 

・ ボランティア及び地域社会との連携・貢献 

・ 施設の改修と改善によりより使いやすい施設へ 

・ 魅力的な自主事業（プログラム）の推進 

   こども対象事業     ２７本 

   ファミリー対象事業    9本 

   一般向け体験プログラム １５２本 

・青少年に関わる事業の強化 

・ 大学生による専属指導者制度の充実 
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・ プログラム（クラフトなど）の見直し 

 

（３）大阪府立少年自然の家 

・従来の打合せや受付事務をより簡素化する。その一方で利用団体

の目的達成のための援助はさらに強化をする。 

・食事内容の改善と共に食育活動の一層の推進 

・多様化する利用者層（利用目的）に対応、柔軟な受入態勢の確立

と様々なプログラムの開発を行う。 

・施設の改修と改善により施設魅力度をアップ 

・魅力的な自主事業の充実 

   子どもだけで活動する事業      １本 

   親子・家族を対象にした事業     ８本 

教員・指導者対象の事業       ５本 

知的障害者とその保護者対象の事業  ２本 

オープンデー・音楽祭等イベント事業 ３本 

・ 専属指導者の育成と組織化 

・ シニア自然大学との連携 

・ 企業と連携したアドプトフォレスト事業の拡充 

・ 学校団体を対象に連泊による長期体験学習の段階的導入 

 

  （４）大阪市立青少年文化創造ステーション（ココプラザ） 

      ・１年目の経験に加え、さらなる利用促進と合理化を実現する。 

・音楽・ダンス・演劇・アートなど文化活動の拠点として、その機能

のさらなる向上を目指す。 

・新大阪ＹＨスタッフ、技術系スタッフとの業務融合を通じ、有機的

な施設運営を行う。 

・施設効率と費用対効果を見据え、未知の顧客ニーズを引き出す。 

・文化拠点としての提案型事業を実施。 

・魅力的な自主事業（プログラム）の充実 

   こども対象の事業    １３本 

   親子を対象にした事業  １１本 

障害者対象の事業     ６本 

その他の事業      ４２本 

 

６，地球温暖化対策 

ＣＯ２ダイエット作戦 

・ 事業所ごとにＣO２ダイエット責任者をおく 

・ 電気・ガス・水道の使用料をＣO2換算し計測する 
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・ 毎月の前年の使用量と比較しダイエットの効果測定を行う 

・ 少年自然の家においては、灯油から電気へのシフトを推進する 

 

     環境教育の推進 

・ 管理下にある各施設における環境プログラムの開発 

・ 利用者に対する啓発活動 

・ 自然の家を中心に森林保護活動の推進 

 

                             以 上 

 

                             


